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 6月8日英国総選挙が行われ、与党保守党は315議席と過半数の議席を獲得できない見通し。Brexit
（英国のＥＵ（欧州連合）離脱）交渉の難航が想定されることから、英国株式市場では株安、為替市
場ではイギリス・ポンド安/円高が進んだ。

 単独過半数を維持できなかったことから、保守党は連立政権を模索する可能性も浮上。Brexit交渉や
今後の政策遂行に大きな影響がでることも予想される。

～ どの政党も過半数獲得できず、ハングパーラメント（宙吊り国会）へ ～
 6月8日に実施された英国総選挙は、与党保守党は過半数を獲得できず選挙前より議席を減らしました。世論
調査などでは、解散総選挙表明時には政党支持率で最大与党保守党は労働党に大差をつけていましたが、事
前の一部の調査では僅差となっていました。5月22日のマンチェスター、6月3日のロンドンと相次いでテロ
事件が発生し、当初のBrexit交渉に加えてテロ対策、社会保障改革などについても各党は自身の政策に支持
を呼びかける選挙戦となりました。最大議席獲得の保守党の獲得議席は315議席の見通しとなり、どの党も
過半数を獲得できないことからハングパーラメントとなり、連立政権が模索される可能性も出てきました。
解散総選挙に打って出た保守党にとっては議席を減らし、過半数を獲得できなかったことは“敗北”との見
方もあり、メイ首相の引責退陣、連立政権への交渉難航などで政局は大きく流動化する可能性も出てきまし
た。

～ Brexit交渉ではＥＵ側のスタンスは変わらず ～
 選挙結果を受けて6月19日以降に開始予定のBrexit交渉への関心が集まるところですが、ＥＵ側の基本姿勢
はこれまでと変わらないと見られ、約7兆円のEU予算分担金の請求などが提示されると思われます。分担金
の他に、ＥＵ首脳会議のガイドラインでは“単一市場への産業ごとの参加はできない”、“新たなＦＴＡ
（自由貿易協定）は離脱後に締結”、“ＥＵ未加盟国は、加盟国と同等の権利や利益を享受できない”など、
英国側にはすんなりと受け入れられないと思われる事項もあり、今後の交渉において今回の選挙結果が英国
側の交渉スタンスに大きく影響を及ぼす可能性もあります。英国・ＥＵともに無秩序な離脱による混乱の回
避や、安全保障面での協力の必要性については一致していますが、 今後のBrexit交渉の日程や方針の決定で
難航する可能性も想定されます。

～ 投票日の株価は下落、選挙結果を受けてイギリス・ポンドが売られる展開 ～
 投票日（6月8日）の英国株式市場は、選挙やＥＣＢ（欧州中央銀行）理事会など重要なイベントへの警戒感
から下落して終わりました。取引が行われている為替市場は、選挙結果を受けて英国の政局不透明感が懸念
され、対円でイギリス・ポンドで大きく売られる展開となりました。

出所）各種報道資料等を基にニッセイアセットマネジメントが作成

保守党の主な公約

臨時レポート
6月8日 英国総選挙結果
与党保守党は選挙前より議席を減らし、過半数獲得できない見通し。

各党の下院議会議席数（日本時間6月9日16時現在）

出所）各種報道等資料を基にニッセイアセットマネジメントが作成

保守党
315議席

労働党
261議席

定数650

スコットランド
民族党
35議席

◇ ＥＵの単一市場や関税同盟からの撤退

◇ 過剰な役員報酬の抑制

◇ 医療福祉予算を1兆円程度拡大

◇ 移民流入を年間10万人以下へ

◇ 法人税引き下げ

◇ 電気・ガス料金の上限設定

◇ 増加する高齢化対策費用の抑制

自由民主党
12議席

※残り4議席確定前

その他（確定前含む）
27議席


